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兵庫県立尼崎総合医療センター だより　

あまが　
Amagasaki General Medical Center （AGMC）

放射線センター
「皆様に信頼される
  放射線診断・放射線治療を提供します。」

●［AGMCニュース No.１］ヒラソルユーザー会にて“三冠受賞”
●［AGMCニュース No.2］病院内もHappy Halloween !!!!
●セミナーのご案内　●ぶらり～っと病院探訪

［院内専門センターのご案内］

緩和ケアチームのご紹介
「知って身近に。もっと近くに、緩和ケア」

［医療チームのご紹介］



■   放射線センター

皆様に信頼される
放射線診断・放射線治療を
提供します。
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放射線センターは病院の1階に位置し、最新の放射線診断機器、放射線治療機器を備えています。院内の各科、各部門と連携し、
画像診断や血管内治療、放射線治療を提供することで、縁の下の力持ちと言われるように頑張っています。また、地域の先生方
からの依頼を受けて、各種放射線検査を行い、検査結果をご提供しています。

院内専門
センターの
ご案内

複数の診療科・部門を一つに
まとめ、診療機能を統合させた

当院の《センター》を
ご紹介します。

放射線センターの
特徴

木村 弘之
放射線センター長
兼 放射線部長

●関西医科大学 医学博士
●日本医学放射線学会 診断専門医・指導医
●マンモグラフィー読影認定医

●京都大学医学博士
●日本医学放射線学会 診断専門医・指導医
●日本核医学会 専門医
●日本核医学会 PET核医学認定医

金柿 光憲
放射線診断科
科長

●京都大学医学博士
●日本医学放射線学会 治療専門医・指導医

奥村 節子
放射線治療科
科長

組織構成

放射線センターは、「放射線診断部門」と「放射線治療部門」に
より構成されます。当院の放射線部には約50名の診療放射線技師
が所属しており、診断部門ではCTやMRI、PETなどの検査機器を
駆使し、安心・安全な放射線検査を提供しています。また、腫瘍や外
傷に対する血管内治療も行っています。治療部門では最新の放射
線治療機器を用いて主に癌の放射線治療を担当しています。



提供する診療内容

竹中 達明
放射線部
放射線
技師長

放射線診断科の医師が、患者さんに直接にお目にかかることは少ないかと思いま
す。我々は、CTやMRI、PET検査などの各種画像検査に対してレポート作成を行
い、検査結果を主治医に報告することで病院診療をサポートしています。また、カ
テーテルを用いた血管内治療では、腫瘍に対する塞栓術のほか、救命救急セン
ターと連携し、重症交通外傷などに対する血管内治療も行っています。

診療機関へのメッセージ

当院のCTやMRIを先生方のクリニックの機器のようにご利用ください。地域医療室より申し込むことができます。検
査目的に応じて最適の条件で撮影し、画像を放射線レポートとともにご提供いたします。がん治療に関しては、根治的、
緩和的、予防的照射を含めるとほとんどすべての悪性腫瘍が放射線療法の対象となります。治療方針決定時には、放射
線治療も選択肢に加えていただき、是非放射線治療科にご相談ください。

通常の放射線療法に加え、必要に応じて強度変調放射線治療（IMRT）や定位照
射、動体追尾照射といった高精度放射線療法も行っています。また、最近ではα線
を用いた放射線内用療法なども開始しました。

放射線
診断科

放射線
治療科

放射線診断科 医師： 後列左から 大西、福本、岡、尾谷　前列左から 川端、木村、金柿、松原

放射線治療科 集合写真： 奥村、木村、植木



阪井 宏彰
チーム責任者

（兼呼吸器外科部長）

身体症状担当医師８名（呼吸器内科、ＥＲ総合

内科、消化器外科、漢方内科、呼吸器外科）、精

神症状担当医師２名（精神科）、緩和ケア認定

看護師１名、薬剤師３名、管理栄養士１名が中

心メンバーになっています。

構成メンバー1

多職種メンバーで毎週火曜日にカンファレン

ス、水曜日に回診を行い、緩和ケアを必要とし

ている患者さんのスクリーニングおよび麻薬の

適正利用状況をチェックしています。また緩和

ケア研修会の開催（年１回）と地域の病院と多

職種カンファレンス（年３回）を開催しています。

活動内容2

病棟や外来で緩和ケアが必要な患者さんのスク

リーニングを積極的に行っています。気軽にご相

談下さい。

メッセージ3

緩和ケアチームのご紹介

「知って身近に。
 もっと近くに、緩和ケア」

医療チームのご紹介

安心・安全な医療の提供を目指し、院内で多職種協働にて活動する
医療チームをご案内します。

－みんなで支えるチーム医療－

緩和ケアとは、がんなどによっておこる痛みや息苦しさ、不安や落ち
込みなどさまざまな苦痛をできる限り和らげ、患者さんとご家族がよ
り豊かな生活を送ることができるように援助し支えていく医療のこと
を言います。がんに伴う痛みなどの身体症状の緩和や精神的な問題
への援助ががん治療の初期段階から並行して行われるよう緩和ケア
―チームとして取り組んでいます。

緩和ケア委員会メンバーの集合写真

緩和ケアメンバー
左から長永医師（ER総合内科）、伊木医師（呼吸器内科）、阪井医師（呼吸器外科）、見野医師（精神科）
　　　森嶋看護師（がん相談支援室）、田中緩和ケア専任薬剤師、吉住緩和ケア認定看護師

緩和ケア研修会 

高度先進医療を提供するがん診療連携拠点病院として、
診断早期からの緩和ケア介入を目指します。

緩和ケアラウンド

緩和ケアチームとは



地域完結型医療を目的とした
DPC分析による医療の効率化が評価されました！

　秋を代表するイベントの一つ、ハロウィン。
　１０月３１日は、世界中がハロウィン一色でしたが、当センターも、院内保育所から仮装をした可愛い子供達
が管理病棟を訪れ、フロアは、東京の渋谷交差点に負けない賑やかなハロウィンモードとなりました。
　泣き叫ぶ子、お菓子をねだる子、何もわからず茫然と立ちつくす子、その場は渋谷交差点とは違った大
混乱でしたが、帰る時には、お菓子を手にしてご機嫌な子供達に変わっていました。騒然とした時間でし
たが、忙しい業務の中の我々を和ませてくれたひと時でした。

　患者さんの入院医療費は、入院中の各診療行為の医療費を足し算するのではなく、DPC制

度（Diagnosis Procedure Combination）というもので、病名や診療内容に応じて定められ

た診療行為にて包括的に評価され決められています。

　より質の高い効率的な医療提供と健全な病院経営のために、当センターのDPC委員会で

は、DPC分析ソフト「ヒラソル」を使用し、一人一人の診療録（カルテ）に基づくその膨大な

DPCデータを分析・評価し役立てています。

　１０月１４日（土）に、ヒラソルを使用するユーザーが集い各病院での活用事例を

発表する「ヒラソルユーザー会」が、大阪市内で開催され、当センターからも発表者

の瀧口経営企画課長をはじめ、米田管理局長、経営企画課員ら合計５名が参加しま

した、そこで初参加の当センターが、ユーザー会初となる三冠王を獲得しました。受

賞タイトルは、発表事例の優秀さを座長が選定する「座長賞」、当日のプレゼンの出

来映えを参加ユーザーが投票選定する「オーディエンス賞」、分析ソフト「ヒラソル」

へのアクセス件数（過去１年間）の多さで決まる「ヒラソル大賞」の３つです。

　受賞後は、他の参画病院から当センターでの「地道ながら徹底継続したDPC分析

取組み」に多くの称賛が寄せられました。

　地域の皆さんに良質で高度な医療を提供する病院であり続けるため、今後もDPC

分析を継続し、医療上や病院マネジメント上の課題の改善に取り組んでまいります。

ヒラソルユーザー会
にて“三冠受賞”
ヒラソルユーザー会
にて“三冠受賞”

AGMC
ニュース
No.2

AGMC
ニュース
No.1

病院内も
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　気づけばもう今年最後の月になりましたね。早いですね～。年々、月日が
経つのが早いと感じています。やり残したことが無いように、今年の内に出

来る事を一つひとつ済ませて、来年を気持ちよく迎えたいものですね。編集部では、地域の皆さまに楽しん
でもらえるように、これからも日々頑張っていきますので、どうぞ来年もよろしくお願いします。　  （M.N.）

編 集 後 記

Hyogo Prefectural Amagasaki General Medical Center （Hyogo AGMC）
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ぶらり～っと 病 院 探 訪

産 前教室（マタニティクラス）を訪問しました。

産前教室ってご存知ですか？　お父さんとお母さんたちがみんなで一緒に、出産前

に妊娠中の体の変化・出産・育児等について知識を学び、分娩と育児のための心構えを知っ

ていただくクラスです。妊娠期、分娩期、育児期、多胎妊婦さん向け、帝王切開出産予定の

妊婦さん向け、というようにいろいろなニーズに対応（表参照）し、月2回、マタニティヨガも

開催しているとのことです。当センター3階の産科外来（Mブロック）奥のメディカルバース

センター・実習室で開催していますので、是非、該当される方はご参加ください。

参加予約は、「直接、または電話で産科外来受付へお願いします。」とのことでした。

※予約電話：06-6480-7000（代表）→産科外来受付、午後3時から5時までの受付

産前教室

ってご存
知

ですか？

多くの方
の

ご参加を
！

★お問い合わせ ： 外来Bブロック（糖尿病・内分泌内科）看護師 ☎ 06-6480-7000（代表）

第14回生活習慣病セミナー
『高尿酸血症 ～「痛風」・「尿酸値が高い」と言われたら…～』

【日　時】 平成30年1月24日（水曜日）　午後2時～4時
【場　所】 県立尼崎総合医療センター 講堂（1階）　参加費：無料（予約不要）

【講　師】 県立尼崎総合医療センター
　　　　 ●腎臓内科  医師 池田 昌樹　●栄養管理士  村上 綾香

テーマ

セミナーのご案内

たまごクラス（妊娠期）
バースクラス（分娩期）
ひよこクラス（育児練習）
ツインクラス（双胎）
バースクラス（帝王切開ver）
マタニティ ヨガ

名　称 開催日 開催時間 対　象

第2・4火曜日
毎週木曜日
毎週木曜日
第1火曜日（偶数月）
第1火曜日（偶数月）
第1・3金曜日

妊婦さんとご家族
妊娠25週以降の妊婦さんとご家族
妊婦さんとご家族
双胎妊娠中の妊婦さんとご家族
帝王切開術予定の妊婦さんとご家族
マタニティヨガを希望する妊婦さん

13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
14：00～15：00

安心な出産を迎えるための準備

産前教室（マタニティクラス）産前教室（マタニティクラス）

マタニティクラス

マタニティ ヨガ

メディカルバースセンター実習室（3階）

総合周産期医療センター

EV ３階メディカルバース
センター実習室

産科外来
会場


